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研究成果の概要（和文）：本研究は，人が自分自身の心をどのようにコントロールしているのかを，認知研究の
知見，研究手法を援用し，解明しようとするものであった。特に，コントロール機能の代表的な現象としてエピ
ソード記憶の抑制に焦点を当てて進め，記憶の抑制の基礎メカニズム，個人差，未来の出来事の展望，モニタリ
ング等について検討を行った。具体的には，検索誘導性忘却や意図的に忘れるThink/No-Think(TNT)課題などを
用い，順序情報の想起やエピソード記憶想起において近年重要となっている詳細・概括的記憶の想起において抑
制が働いていることを見出した。認知コントロール解明への多様なアプローチが重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to elucidate how people control their minds by using 
the findings and research methods of cognitive research. In particular, we focused on the 
suppression of episodic memory as a representative phenomenon of the control function. We examined 
the mechanism of memory suppression, individual differences, envisioning future events, and memory 
monitoring. We used the Think/No-Think (TNT) task and a retrieval-induced forgetting to examine the 
function of inhibition of memory information. We found that inhibition occurred in a sequential 
memory task and the effect of retrieval of generalized memories on retrieval of specific memories. 
Various approaches to elucidating cognitive control were found to be significant.

研究分野： 認知心理学，記憶心理学，認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は人間の情報処理におけるコントロール過程，特にエピソード記憶想起の制御に着目したものである。認
知コントロールの代表的なものである記憶抑制による忘却メカニズムには明確でない面も多いが，本研究は忘却
というコントロールの対象となった情報が抑止されるという結果を得ており，理論的学術的意義がある。また，
記憶抑制は特に不快な記憶を抑制する機能と深く関わっていると考えられており，抑うつ者に見られる記憶の一
般化・概括化（詳細な記憶想起が現象する）の背後に記憶抑制メカニズムがある可能性を見出した。これらのこ
とは健常者の記憶想起メカニズム解明に加えて，精神疾患のメカニズム解明にも寄与する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

認知心理学研究においては，人の意識的制御が困難な自動的処理と，意識的制御が可能な意識
的処理が区別され，注意や記憶分野だけでなく，社会的認知や意思決定研究においても同様の区
分が一般的となっていた（e.g., System 1, 2 の区分など; (Kahneman, 2003)）。以前はどちらかとい
うと，人は自動的処理によるバイアスを気づかないうちに受けているという点に注目がなされ
ていたが，一方で認知的コントロール(cognitive control)という用語も一般的になりつつあり，意
識的制御過程への研究が増加していた時期であった。その点を背景に，我々は 2015 年には心理
学評論において，「実行機能研究から心の制御を考える」特集号に関わり，認知コントロールの
現況を整理した。 

本研究では，認知コントロールの代表的要素である記憶制御が中心的課題の一つとした。記憶
コントロールについては，(Anderson & Green, 2001)によって始まった Think/No Think 課題を用
いた意識的忘却研究が進みつつあり，その抑制メカニズムの神経基盤(Benoit & Anderson, 2012)や
PTSD などの精神疾患との関連の検討(Catarino et al., 2015)が指摘されるようになってきていた。
ただし，一方で記憶の忘却が見られたとしてもその減少量は多くはなく（完全に忘却するわけで
はない），他の心理特性への影響など，まだまだ未解明な点が多かった。また実験手法に関する
検討や，記憶情報そのものが抑止されると考えるか，他の情報によるブロックと考えるかの理論
的検討も必要な状況であった。 
 
２．研究の目的 

本研究は，人が自分自身の心をどのようにコントロールしているのか，またコントロールして
いるという意識やモニタリングのメカニズムは何かといった問題を，認知心理学を中心としな
がら，認知神経科学等の隣接分野の知見を援用し，解明しようとするものであった．特に，記憶，
注意分野での抑制研究に焦点を当てて進めていくこととした。具体的には以下が解明すべき目
的とした点である。 

・記憶の抑制の基礎メカニズム 
記憶の忘却が干渉によるのか，記憶表象の抑制によるのかは議論がある。本研究では，行動実

験的を中心とした手法に加えて計算論的アプローチを用いて検討をおこなう。 
・意図的抑制を外的に制御することが可能か 
記憶の意図的抑制研究では，「考えない」ということを実験参加者に求める。しかし，容易な

課題ではないため，うまく意図的抑制をできない場合も存在する。そこで，抑制の補助的方法が
あるかどうか検討を行う。 

・コントロール能力の個人差 
認知の抑制機能がうつ傾向と深く関係していることが明らかとなってきているが，そこでは

不要な情報を抑制するといった認知コントロール能力の個人差を明確にすることが重要となっ
てくる。そこで，コントロール能力の個人差について検討を行う。 

・未来の出来事の想起・展望 
これまでの多くの記憶抑制研究は，過去のエピソード記憶の抑制を扱ってきたが，近年，エピ

ソード記憶が将来を予測する機能も持っている (Schacter et al., 2017)という指摘がある。記憶の
抑制機能の解明ができれば，過去の記憶だけでなく，未来の想起に関するコントロールも可能に
なる可能性がある。記憶抑制研究はエピソード記憶理論の構築とも深く関わっており展望的記
憶との関連から検討する。 

・記憶のモニタリング 
認知コントロールと対になる仕組みとして，自分自身の記憶判断をどのようにモニターする

かといったメタ記憶がある。メタ記憶研究は実践場面を含めてなされているが，本申請ではより
厳密な実験的手法で検討を行う。 
 
３．研究の方法 

本研究は，人間が自分自身の心をどのように制御しているかを明らかにしようとするもので
あった。この目的のために，主として以下の点について研究を進めた。 
・記憶の抑制の基礎メカニズムの解明 

記憶の抑制の基礎メカニズムでは，検索誘導性忘却(retrieval induced forgetting)を扱った
(Anderson et al., 2000)。検索誘導性忘却とは，ある情報を想起すると関連情報の想起が低下する
という現象である。例えば，バナナ，リンゴ，飛行機，電車，といった単語を記憶したのち，バ
ナナを思い出すとする。すると，その後にバナナと関連を持った（意味的関連のある）リンゴの
想起を求めると，途中で関連情報を想起しなかった場合（飛行機，電車）と比べて，想起成績が
低下，つまり忘却が起こることが知られている。この忘却の原因として，関連情報の想起によっ
て思い出すべきターゲット情報そのものの活性化が抑止(suppress)されるという説と，想起時に
関連情報がターゲット情報の検索を妨害する説（ターゲット情報そのものの状態は変化しない）
とがあり，決着はついていない。 



検索誘導性忘却は単語刺激のみならず，自分自身の体験の記憶，すなわち自伝的記憶想起にも
生じることが予想される。また，さまざまな精神疾患における記憶想起の特徴も考えられること
から，本申請では，自伝的記憶に関する検索誘導性忘却実験を行った。 

・意図的抑制を外的に制御することが可能か 
記憶の意図的抑制の神経基盤として前頭葉背外側部（DLPFC; dorso lateral prefrontal cortex）が

関与していることが見出されている。例えば不快な記憶を思い出さないように努力する，つまり
不快な記憶を抑止しようとし，結果的にその記憶の忘却が生じた場合には，前頭葉背外側部に賦
活が見られるとともに，意識的想起に関わる海馬の活動が低下することが示されており，特に他
の事柄を考えるのではなく(substitution)，そのこと自体を考えないようにする直接抑止(direct 
suppression)を行った場合に，そのような脳活動が見られると考えられる。そこで，tDCS（経頭蓋
直流刺激）を用いて意図的抑制の主要関連部位である前頭葉背外側部を直接刺激することによ
る効果を検討することとした。 

・コントロール能力の個人差 
認知の抑制機能がうつ傾向と深く関係していることが明らかとなってきているが，特に不要

な情報を抑制するといった認知コントロール能力の個人差が，その背景にあると考えられる。そ
こで，コントロール能力の個人差について検討を行う。抑制機能を測定する質問紙はこれまでに
さまざまに作成が試みられているが，本研究では記憶の抑制機能と関連がある可能性が高い
Thought Control Ability Questionnaire (TCAQ)を取り上げ，その日本語版作成に取り組むこととし
た。 

・未来の出来事の想起に関する抑制 
をもとに，展望記憶研究の手法を延焼しながら検討を進める。これまでの多くの記憶抑制研究

は，過去のエピソード記憶を対象としてきたが，最近の研究では，過去の記憶想起が未来のプラ
ンニングに関連しているというエピソード的未来思考（episodic future thinking）の知見が報告さ
れている。そこで，本申請では過去のエピソード記憶の想起や抑制が未来の展望と関わるという
観点から，未来思考のプライミング実験を行う。 

・記憶のモニタリング 
記憶のコントロールと遂になる概念がモニタリングである。自分自身の状態をモニタリング

し，それによってさまざまな処理をコントロールしていると考えられる。記憶の抑制とモニタリ
ングを同時に扱った研究はなく，本研究では記憶情報検索結果に対する確信度を測定すること
で検討する。 
 
４．研究成果 
・記憶の抑制の基礎メカニズムの解明 

検索誘導線忘却の手法を用いた研究として，本研究では，意味情報による関連ではなく，これ
まで扱われていなかった順序情報（最初に見た，最後の方で見た，など）が検索誘導性忘却に用
いられているかどうかを検討した。具体的には，6 個の項目(ミカンなどの名詞)を系列学習し，
最初の 3 つあるいは最後の 3 つを想起した後，最後にすべての項目を想起するという課題であ
った。その結果，前半の 3 項目を想起するとその後の 3 項目の記憶成績が低下するという検索誘
導性忘却の現象が見られた。これは，今まで知られていなかった順序系列記憶にも記憶抑制メカ
ニズムが関わっている可能性を示すものである。また並列分散処理を基礎とした計算機モデル
による検討を行ったところ，モデルによる予測は実験結果とよく一致するとともに，抑止説を支
持するものであった。すでに学会発表は行っており(Kobayashi et al., 2018)，論文投稿中である。 

記憶の抑制は，不快な記憶をうまく思い出さないようにできるかという働きでもあり，うつな
どの精神疾患と関連していることが考えられる。自伝的記憶（エピソード記憶）想起の内容は詳
細に想起される場合と詳細ではなく概括な形で想起される場合があるが，抑うつ傾向が高いと
詳細な想起が少なく，概括的想起が多いことが知られている。そこで，概括的記憶早期を頒布す
ることで詳細な記憶想起が抑制されるかどうかを検索誘導性忘却の手法を用いて検討した。そ
の結果，概括的記憶の反復検索が検索誘導性忘却を介して，詳細な記憶表象を抑制していること
が示された(Matsumoto et al., 2021)。 

これらの結果は，記憶抑制がさまざまな情報の想起で生じること，またそのメカニズムは精神
疾患の情報処理を明らかにする上でも重要であることを示すものと考えられる。 

また，記憶抑制の神経基盤として，背側前頭前野の役割が指摘されているが，心因性健忘
（psychogenic amnesia）患者の脳活動を再分析した。その結果，心因性健忘を呈している時期の
脳活動では，背側前頭前野の活動が強く見られることが明らかとなった(Marsh et al., 2021)。論文
化を準備中である。 

・意図的抑制を外的に制御することが可能か 
tDCS の使用法やその限界も学習し，実験計画も立てたが，脳への侵襲刺激となるため，倫理

審査が順調に進行しなかったため，結果的に現時点で予備実験段階に留まっている。ただし，類
似の記憶抑制研究である指示忘却実験(Silas & Brandt, 2016)や検索誘導性忘却実験(Stramaccia et 
al., 2017)において tDCS による記憶抑制の変化が報告されているが Think/ NoThink 課題ではまだ
明確でない。今後の研究課題として継続中である。 

・コントロール能力の個人差 
記憶コントロール能力の個人差について Thought Control Ability Questionnaire (TCAQ; (Williams 



et al., 2010))を取り上げ，その日本語版作成を行った。25 項目からなる質問項目を日本語に翻訳
し，109 名の参加者に対して複数回実施するなど，質問項目の構造や妥当性，信頼性の検討を行
った。因子負荷量が低い項目を除外した 22 項目に対して因子分析を行い１因子構造が得られ，
TCAQ 日本語版とした。自分の思考のコントロールが困難なことを反映する反すうを測定する
質問紙と強い負の相関を示すなど，認知コントロールを測定する質問紙として今後利用可能で
あることがわかった。 

・未来の出来事の想起 
過去のエピソード記憶の想起や抑制が未来の展望と関わるという観点から，未来思考のプラ

イミング実験を行った。意図した行為はその後の記憶想起が優れることが知られているが
（intention superiority effect），想像した未来の行為についても，意図した行為を表す語の反応時
間が短くなるという結果が得られた。すなわち未来の出来事の想像についても，これまで知られ
てきた現象が当てはまることが見出され，過去と未来の記憶に基づく類似した機構が働いてい
ることが示唆された(Ito et al., 2019)。本実験では直接抑制機能を扱うことはできなかったが，同
様の働きが生じているのではないかと推測される。 

・記憶のモニタリング 
本研究では風景画像の再認記憶課題を用いて記憶情報検索結果に対する確信度を測定し，す

ることで検討した。この実験では風景画像を学習刺激とし，再認課題を 2 肢強制選択課題として
実施した。その後，その再認判断に関する確信度を答えることを参加者に求めた。その結果，再
認課題は 2 つの反応選択肢の類似度(記憶強度を実験的に操作)の影響を受けたが，確信度は再認
判断と確信度は異なった情報を元になされていることが明らかとなった。記憶検索に関する確
信度はいわゆるモニタリング，メタ記憶機能と考えることができるが，その特徴を捉えることが
できた。記憶検索の内容に関する確信度の推定が，再認成績とは異なった基準にもとづいている
ことを信号検出理論を用いた再認実験によって見いだした(Miyoshi et al., 2018)。 
 

・まとめ 
本研究で実施してきた一連の研究は，認知コントロールのメカニズムとその機能の解明を念

頭に置いて進めてきた。記憶の抑制に焦点をあててきたが，基本的には自分自身の体験の記憶，
すなわちエピソード記憶想起における抑制，コントロールである。記憶の忘却メカニズムについ
て，理論的には記憶そのもの活性化が抑止されると考える立場と，抑止ではなく干渉・ブロッキ
ングで説明できるという立場がある。一連の研究は直接その両者の成否を比較したわけではな
いが，全体として抑止説を支持する研究結果が得られていると考えられる。さらに一連の研究は，
主として健常者を対象として進めてきたものであるが，さまざまな精神疾患と関連しているこ
とが世界的に見出されてきている。次の段階は，これらの基礎研究が精神疾患の回復を支えるも
のとなるようにすることが重要であると考えている。 

最後に，本研究期間の途中からコロナ禍が広がり，実験室内での長時間の個人実験が中心とな
る研究は実施することができなかった。オンラインでの手法を試みたが，可能な部分もあるもの
の困難な面も多く，期待通りには進まなかった面がある。新たな手法を踏まえて，今後の検討課
題としたい。 

なお，記憶抑制実験の再現性確認国際共同プロジェクトが 2022 年からスタートし，引き続き
同テーマについて検討を進めている。 
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